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今
年
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
。

　

全
国
で
た
だ
一
つ
の
詩
歌
専
門
施
設
と
し
て
、
詩
歌
の
現
在
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

詩
歌
の
森
公
園
の
一
角
に
た
た
ず
む
文
学
館
で
、｢

言
葉
と
出
会
う｣

楽
し
み
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

よ
う
こ
そ
！

現
代
詩
歌
の
世
界
へ

静
か
で
落
ち
着
い
た
空
間
に
身
を
置

き
、
言
葉
の
世
界
に
ゆ
っ
た
り
と

浸
る
こ
と
が
で
き
る
、
日
本
現
代
詩
歌
文

学
館
。
明
治
以
降
の
日
本
の
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
の
作
品
を
、
有
名
無
名
を
問

わ
ず
に
全
国
か
ら
収
集
、
収
蔵
し
て
い
ま

す
。
作
品
集
、
雑
誌
・
同
人
誌
に
限
ら
ず
、

研
究
書
、
作
者
直
筆
の
原
稿
や
色
紙
、
写

真
な
ど
、
詩
歌
に
関
す
る
も
の
を
幅
広
く

所
蔵
。
現
代
詩
歌
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

詩
歌
の
本
や
雑
誌
は
、
全
国
で
た
く
さ

ん
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が

ご
く
わ
ず
か
な
部
数
し
か
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
図
書
館
な
ど
に
収
蔵
さ

れ
な
い
ま
ま
所
在
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
手
に
入
ら
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
東
京
周
辺
の
詩
歌
人
や
出
版
関

係
者
の
間
で
詩
歌
専
門
の
文
学
館
が
ほ
し

い
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
昭
和

57
年
、
文
学
館
設
立
が
構
想
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
文
学
館
を
建
て
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
場
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
北
上
市
。

こ
れ
を
市
制
30
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
た
市
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
平
成
２

年
５
月
20
日
、
開
館
し
ま
し
た
。

　

設
立
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
詩
歌
文

学
館
賞
は
、
初
代
名
誉
館
長
で
あ
る
作
家

・
井
上
靖
氏
が
提
唱
。
詩
、
短
歌
、
俳
句

の
各
部
門
で
優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
毎
年
行
わ
れ
る
贈
賞
式
は
、
詩
歌

の
愛
好
者
が
集
ま
る
貴
重
な
機
会
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。　

　

詩
歌
文
学
館
は
過
去
の
貴
重
な
資
料
を

集
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
在
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
く
作
品
や

資
料
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
考
え
を
持

っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
詩
歌

人
の
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ル
ー
プ
・
個

人
で
出
版
さ
れ
る
よ
う
な
小
さ
な
冊
子
な
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日本現代詩歌文学館は、全国で唯一の詩歌専
門の総合文学館。手前の石碑には、作家・井
上靖直筆の館名が刻まれています

ど
も
収
集
し
ま
す
。
こ
の
基
本
方
針
は
、

日
本
の
詩
歌
が
広
く
一
般
庶
民
の
身
近
な

存
在
だ
と
い
う
特
性
に
よ
る
も
の
。｢

詩

歌
文
学
館
に
行
け
ば
す
べ
て
分
か
る｣

を

目
標
に
、
全
国
で
生
み
出
さ
れ
る
作
品
の

受
け
皿
と
し
て
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

収
集
さ
れ
た
本
や
雑
誌
な
ど
の
資
料
は
、

閲
覧
室
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
並
べ

ら
れ
て
い
る
も
の
は
豊
富
な
所
蔵
資
料
の

ご
く
一
部
。
そ
れ
以
外
の
資
料
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
頼
め
ば
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
作
者
が
分
か
ら
な
い
冊
子
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
検
索
で
探
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
本
を
手
に
し
た
ら
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

壁
に
面
し
た
テ
ー
ブ
ル
へ
。
目
の
前
の
庭

園
や
木
々
が
、
さ
ら
に
心
を
落
ち
着
か
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

２
階
に
は
、
文
学
館
設
立
の
一
役
を
担

っ
た
井
上
靖
氏
を
顕
彰
す
る
記
念
室
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
品
を
カ
ラ
ク
リ
仕

掛
け
で
紹
介
す
る
と
い
う
遊
び
心
も
。
小

さ
い
部
屋
な
が
ら
、
充
分
に
楽
し
め
る
ス

ペ
ー
ス
で
す
。

　

展
示
室
で
は
、
毎
年
一
つ
の
テ
ー
マ
に

基
づ
い
た
常
設
展
を
開
催
。
現
在
活
躍
し

て
い
る
詩
歌
人
の
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る

の
で
、
詩
歌
の｢

い
ま｣

に
触
れ
ら
れ
る
新

鮮
な
場
で
す
。
作
者
直
筆
の
色
紙
や
短
冊

が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
手
づ
く
り
オ
ブ
ジ

ェ
な
ど
も
置
か
れ
、
目
で
楽
し
め
る
工
夫

も
。
展
示
物
か
ら
答
え
を
見
つ
け
る
子
ど

も
向
け
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
あ
り
、
遊
び
感

覚
で
訪
れ
た
小
学
生
た
ち
が
ク
イ
ズ
に
挑

戦
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

クイズラリーに挑戦する子どもたち。常設展の展
示作品に答えが隠れているので、クイズをしなが
ら自然と詩歌に触れています。ゴールすると景品
がもらえるとあって、足しげく通う小学生も

本年度の常設展は、開館20周年記念｢『一握の砂』
刊行100年　啄木に献ずる詩歌｣。現在活躍中の詩
歌人による直筆作品のほか、県内在住の美術家に
よる造形作品なども展示。啄木をイメージした世
界をつくり上げています。23年３月６日まで

、

、
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詩
歌
文
学
に
触
れ
る
機
会
を
よ
り
多

く
の
人
へ
提
供
す
る
た
め
、
詩
歌

文
学
館
で
は
各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、
初
心

者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
各
コ
ー
ス
を
用

意
。
学
生
・
一
般
向
け
と
し
て
短
歌
と
俳

句
の
入
門
講
座
、
短
歌
の
実
作
講
座(

経

験
者
対
象)

を
、
子
ど
も
向
け
に
は
詩
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
ま
す
。
講

師
は
各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
詩
歌

人
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
詩
歌
に
親
し
み
、

作
品
を
作
る
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
よ
う
に

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

一
般
の
愛
好
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の

｢

集
い｣

を
開
催
。
毎
年
１
分
野
ず
つ
取
り

上
げ
、
詩
部
門
以
外
の
集
い
で
は
、
作
品

の
募
集
と
優
秀
作
の
表
彰
を
行
う
の
で
、

４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な

行
事
で
す
。

　

詩
歌
文
学
館
に
隣
接
す
る
雑
草
園
は
、

盛
岡
出
身
の
俳
人
・
山
口
青せ

い
そ
ん邨
の
住
居
と

庭
。
平
成
５
年
、
東
京
の
杉
並
区
か
ら
詩

歌
の
森
公
園
内
に
移
築
復
元
さ
れ
た
も
の

で
す
。
青
邨
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
込

め
ら
れ
て
い
る
自
宅
、
三さ

ん
そ
う
し
ょ
お
く

艸
書
屋
と
雑
草

園
は
、
青
邨
文
学
の
源
泉
と
い
う
べ
き
場

所
。
そ
の
青
邨
を
し
の
び
、
毎
年
俳
句
大

会｢

雑
草
園
祭｣(

北
上
・
和
賀
地
区
俳
句

会
連
絡
協
議
会
と
詩
歌
文
学
館
の
共
催)

が
開
か
れ
ま
す
。
毎
年
４
月
に
実
施
し
て

お
り
、
当
日
は
、
短
冊
を
手
に
詩
歌
の
森

公
園
を
散
策
す
る
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

　

全
国
か
ら
資
料
な
ど
を
収
集
・
収
蔵
す

る
だ
け
で
な
く
、
展
示
や
講
座
な
ど
で
詩

歌
に
触
れ
る
場
を
作
っ
て
い
る
日
本
現
代

詩
歌
文
学
館
。
よ
り
身
近
な
文
学
と
し
て
、

す
そ
野
を
広
げ
る
た
め
の
役
割
を
担
い
、

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

右上／俳句入門講座で行われる屋外
授業。自然を題材に詠みます　右下
／こどもの詩のワークショップ。こ
とば遊びをしながら、作品づくりに
挑戦　中央／広報きたかみで紹介し
ている｢中高生の詩歌｣コーナーが、
紙面を飛び出し館内に登場。生徒直
筆の作品が見ものです

左から／書庫には全国から寄せられた多くの資料が保管されています／第25回詩歌文学館賞贈賞式で表彰される俳句部門受賞者・星野麥
丘人(ばくきゅうじん)さん／仕掛けが楽しい井上靖記念室／喫茶で一息いかが？６月オープンのC-cafe

,
。パソコンも使用できます

トス
ィ

今月の

テ
ー

ア

こ
ん
にち

は あかちゃん

97

☆どんなクラスですか？

☆児童たちへのメッセージ

４
月
23
日 

#49

　小学校生活最後の一年間。仲間と支え合い、助け合い

ながら最高の一年にしていこう。

・明るくおもしろい(朱
あ や か

香）

・ダメな人にはダメと言える(裕
ゆ う た

太)

・楽しくていつも元気なクラス(直
な お き

生）

・にぎやかで先生がおもしろい(颯
そ う

)

・親しみやすく超明るくおもしろい (美
み づ き

月)

飯
豊
小
学
校
６
年
１
組

渡邊  昌也  先生

お父さん  井関   　亨さん
お母さん　 　真理子さん

井関   瑠
る あ

愛 ちゃん

大きくなったね !
素直で明るく元気に育っ
てね !

お父さん    吉田　　斉さん
お母さん　　　　雅子さん

吉田　　椛
はな

 ちゃん

　　
平成20年７月25日生まれ

（和賀町長沼）

平成 21 年５月 28 日生まれ
 （上江釣子）

食べるのが大好き !!!
暖 か く な っ た ら、 お 姉
ちゃんと公園でたくさん
遊ぼうね♡

－ �� －平成22年４月23日

渋川 　葵
あおい

ちゃん
（川岸保育園・５歳）

お友
ともだち

達のゆうちゃんと展
てんしょうち

勝地にこいのぼりをあげにいった

ところだよ。すごく楽
たの

しかったよ。こいのぼり大
だ い す

好き！
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夏休みは詩歌文学館で遊ぼう！
こどもの詩のワークショップ

△

とき…８月10日(火)午前10時(予定)△

ところ…同文学館△

内容…小学３～６年生を対象に、
詩の作り方を楽しく学びます△

持ち物…弁当、水筒、保険料100円△

申し込み…７月15日(木)から同文学
館へ

　

｢

こ
こ
は
広
く
て
落
ち
着
く
か
ら
、
よ

く
来
る
よ｣

　

今
年
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
一
番
で
ゴ
ー

ル
し
た
齋
藤
悠
星
君(

黒
沢
尻
西
小
６
年)

は
、
週
に
一
度
は
遊
び
に
来
る
の
だ
そ
う
。

展
示
作
品
の
中
に
ク
イ
ズ
の
答
え
が
あ
る

た
め
、
何
度
も
見
て
い
る
う
ち
に
作
品
に

詳
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち
が
度
々
遊
び

に
来
る
こ
と
も
あ
り
、
詩
歌
文
学
館
が
放

課
後
の
居
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
遊

び
の
中
で
詩
歌
文
学
に
自
然
と
触
れ
る
環

境
は
、
全
国
施
設
を
所
有
す
る
ま
ち
な
ら

で
は
の
光
景
と
言
え
ま
す
。

　

館
内
で
本
や
雑
誌
を
読
む
、
展
示
作
品

を
見
る
、
講
座
で
作
品
づ
く
り
の
技
を
学

ぶ
、
大
会
に
参
加
す
る
…
楽
し
み
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
。
全
国
に
誇
る
施
設
が
身
近
な

場
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
言
葉
と
の
出
会

い
に
期
待
し
て
、
詩
歌
文
学
館
へ
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■
よ
う
こ
そ
！
現
代
詩
歌
の
世
界
へ(

終)

日本現代詩歌文学館
■開館時間　午前９時～午後５時
　(年末年始、12～３月の毎週月曜日は休館)
■入館料　無料
　☎65-1728　　http://www.shiikabun.jpURL

こ
の
先
に
出
会
う

詩
歌
を
求
め
て

－


